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(57)【要約】
【課題】視覚的な演出効果を向上させた上に、部品点数
を削減し、コストを低減可能な遊技機を提供する。
【解決手段】前後方向に開いた開口を臨むように配され
、前後方向に対して略直交する幅方向に延びる回転軸を
中心にして回動可能に支持された演出用内部材と、前後
方向に対して略直交する方向であり、幅方向とは異なる
方向である厚さ方向に延びる枢支軸を中心にして開閉可
能に支持され、演出用内部材を前方から覆う開口の前方
位置と演出用内部材を前方へ露出する開口の側方位置又
は後方位置との間を演出用内部材に沿って開閉する演出
用外部材と、演出用内部材と一体的に回動可能に設けら
れ、演出用内部材を回動させて演出させる回動アームと
、演出用外部材と一体的に移動可能に設けられ、前記演
出用外部材を開閉させて演出させる開閉アームと、を有
する。
【選択図】図１３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技領域に設けられた演出装置を有する遊技機において、
　前記演出装置は、
　前記遊技領域に設けられたベース部材と、
　前記遊技領域又は前記ベース部材の少なくとも一方に設けられた前後方向に開いた開口
を臨むように配された演出用内部材であって、前記前後方向に対して略直交する幅方向に
延びる回転軸を中心にして回動可能に前記ベース部材に支持された演出用内部材と、
　前記前後方向に対して略直交する方向であり、前記幅方向とは異なる方向である厚さ方
向に延びる枢支軸を中心にして開閉可能に前記ベース部材に支持された演出用外部材であ
って、前記演出用内部材を前方から覆う前記開口の前方位置と前記演出用内部材を前方へ
露出する前記開口の側方位置又は後方位置との間を前記演出用内部材に沿って開閉する演
出用外部材と、
　前記ベース部材に往復移動可能に支持された出力部材と、
　前記出力部材を往復移動させる駆動源と、
　前記演出用内部材と一体的に回動可能に設けられ、前記出力部材の往復移動に応じて前
記演出用内部材を回動させて演出させる回動アームと、
　前記演出用外部材と一体的に移動可能に設けられ、前記出力部材の往復移動に応じて前
記演出用外部材を開閉させて演出させる開閉アームと、
　を有する
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　遊技領域に設けられた演出装置を有する遊技機において、
　前記演出装置は、　
　前記遊技領域に設けられ、前後方向に開いた略円形状に形成された開口を有する前ベー
スと、該前ベースの後方に配された後ベースとを備えたベース部材と、
　略球形状に形成され演出用内部材であって、該演出用内部材の略半分を前記開口から前
方へ出っ張らせるように前記開口に嵌め込まれ、前記前後方向に対して略直交する幅方向
に延びる回転軸を中心にして回動可能に前記後ベースに支持された演出用内部材と、
　前記略球形状の前記演出用内部材の前記略半分を両開き扉状に開閉可能な球面状の２つ
の開閉部材を有する演出用外部材であって、前記前後方向及び前記幅方向に対してそれぞ
れ略直交する厚さ方向に延びる枢支軸を中心にして開閉可能に前記前ベース又は前記後ベ
ースの少なくとも一方に支持され、前記２つの開閉部材を互いに合わせたとき前記演出用
内部材の前記略半分を前方から覆い、前記２つの開閉部材を互いに離間させたとき前記演
出用内部材の前記略半分を前方へ露出するように、前記演出用内部材に沿って開閉する演
出用外部材と、
　前記演出用内部材の後方に配され、前記厚さ方向に往復移動可能に前記後ベースに支持
された出力部材と、
　前記後ベースに設けられ、前記出力部材を往復移動させる駆動源と、
　前記演出用内部材と一体的に回動可能に設けられた回動アームであって、該回動アーム
の先端部が前記出力部材側に連結され、前記出力部材の往復移動に応じて前記演出用内部
材を回動させて演出させる回動アームと、
　前記各開閉部材と一体的にそれぞれ移動可能に設けられた一対の開閉アームであって、
前記各開閉部材の先端部が前記出力部材側に連結され、前記出力部材の往復移動に応じて
前記各開閉部材を開閉させて演出させる開閉アームと、
　を有する
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　前記演出用外部材から離間した位置に配され、前後方向に往復移動可能に前記ベース部
材に支持されたスライド部材と、
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　前記幅方向にそれぞれ延ばされ、前記ベース部材に支持された第１回転軸及び第２回転
軸と、
　前記第１回転軸を中心にして回動可能に支持され、前記出力部材に係合する第１入力部
と、該第１入力部と一体的に形成され、前記スライド部材を介して前記開閉アームに係合
する第１出力部とを有する第１中継リンクと、
　前記第２回転軸を中心にして回動可能に支持され、前記出力部材に係合する第２入力部
と、該第２入力部と一体的に形成され、前記回動アームに係合する第２出力部とを有する
第２中継リンクとを有することを特徴とする請求項１又は請求項２のいずれかに記載の遊
技機。
【請求項４】
　前記スライド部材は板状に形成され、
　前記前ベースは枠部を有し、
　前記枠部は、該枠部と一体的に形成され、前記前後方向に対して直交する断面が略コ字
形状の前ガイド溝であって、前記幅方向で互いに対向配置され、前記スライド部材の前部
を案内移動可能に嵌合させた一対の前ガイド溝を有し、
　前記後ベースは外周を構成する壁部を有し、
　前記壁部は、該壁部と一体的に形成され、前記前後方向に対して直交する断面が略コ字
形状の後ガイド溝であって、前記幅方向で互いに対向配置され、前記スライド部材の後部
を案内移動可能に嵌合させた一対の後ガイド溝を有し、
　前記スライド部材の前部は、一対の連結用孔を有し、
　前記一対の開閉アームは、前記一対の連結用孔にそれぞれ係合する連結用突起を有する
ことを特徴とする請求項３に記載の遊技機。
【請求項５】
　前記演出用内部材は、中空に形成され、該演出用内部材の後部が後方へ開放され、
　前記演出用内部材を後方から臨むように前記ベース部材に設けられた発光手段を有し、
　前記演出用内部材と一体的に中空軸形状に形成され、前記演出用内部材の前面部の裏側
から前記演出用内部材の後部に延ばされた導光部を有し、
　前記導光部は、前記演出用内部材を回動させたとき、前記導光部の後端が前記発光手段
に対向するように形成されたことを特徴とする請求項１から請求項４のいずれかに記載の
遊技機。
【請求項６】
　前記演出用内部材を後方から臨むように前記ベース部材に設けられた発光手段を有し、
　前記開口の前方位置で互いに合わさる前記２つの開閉部材の両端縁の少なくとも一方は
、前記互いに合わさるとき開閉部材の他方の端縁との間に隙間を生じるように形成され、
　前記２つの開閉部材の動作、及び前記発光手段の点滅を制御する制御部を有し、
　前記制御部は、前記発光手段を点灯させた後、前記２つの開閉部材を前記開口の前方位
置から互いに離間させることを特徴とする請求項１から請求項５のいずれかに記載の遊技
機。
【請求項７】
　前記演出用内部材の回動中心となる前記回転軸は、遊技者の方へ傾斜させるように前記
ベース部材に支持されたことを特徴とする請求項１から請求項６のいずれかに記載の遊技
機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、遊技領域に設けられた演出装置を有する遊技機に関する。ここで、遊技領
域は、遊技盤と遊技盤に配された枠体とを含む領域をいう。
【背景技術】
【０００２】
　従来、遊技機を代表するパチンコ機は、遊技盤に演出表示装置が設けられている。演出



(4) JP 2010-12043 A 2010.1.21

10

20

30

40

50

表示装置は、キャラクタ図柄や背景図柄などの種々の演出用図柄を変動停止表示すること
が可能な液晶画面を有している。遊技盤や枠体には可動部材が設けられている。可動部材
の動作は、液晶画面で表示されるキャラクタ図柄などの組合せゲームに合わせて行われる
。それにより、視覚的な演出効果を向上させ、遊技の興趣を一層増大させている。
【０００３】
　この種の遊技機としては、遊技盤に回転表示逃孔が開設され、回転表示逃孔にレンズ部
が嵌め込まれている。レンズ部を臨んで略球形状の図柄表示体が配されている。図柄表示
体は、第１太陽歯車、第１中間歯車及び第１遊星歯車を介して、第１遊星歯車と一体的に
回転可能に支持されている。また、第１遊星歯車の回転軸は、第２太陽歯車、第２中間歯
車及び第２遊星歯車を介して回転可能に支持されている。第１遊星歯車の回転軸は、第１
太陽歯車及び第２太陽歯車の回転軸に対して直交している。第１太陽歯車の回転軸と第１
モーターの回転軸とにはベルトが巻き掛けられ、第２太陽歯車の回転軸と第２モーターの
回転軸とにもベルトが巻き掛けられている。第１太陽歯車と第２太陽歯車との回転量の差
により、図柄表示体が第１遊星歯車の回転軸回りに回転すると共に、第２太陽歯車の回転
軸回りに回転し、視覚的な演出効果を向上させたものである（例えば、特許文献１）。
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１８１０２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献に記載された遊技機では、図柄表示体を２つの方向に回転
させるために、それぞれ２組の遊星歯車、太陽歯車、中間歯車、ベルト、モーターが必要
となり、部品点数が多くなり、コストが嵩む要因となるという問題点があった。
【０００６】
　この発明は、上記の問題を解決するものであり、視覚的な演出効果を向上させた上に、
部品点数を削減し、コストを低減可能な遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、この発明は、演出用内部材と演出用外部材とをそれぞれ駆動
するために、１つの駆動源の出力を演出用内部材側と演出用外部材側との２つに分けるこ
とに着目した。
　具体的に、この発明の第１の形態は、遊技領域に設けられた演出装置を有する遊技機に
おいて、前記演出装置は、前記遊技領域に設けられたベース部材と、前記遊技領域又は前
記ベース部材の少なくとも一方に設けられた前後方向に開いた開口を臨むように配された
演出用内部材であって、前記前後方向に対して略直交する幅方向に延びる回転軸を中心に
して回動可能に前記ベース部材に支持された演出用内部材と、前記前後方向に対して略直
交する方向であり、前記幅方向とは異なる方向である厚さ方向に延びる枢支軸を中心にし
て開閉可能に前記ベース部材に支持された演出用外部材であって、前記演出用内部材を前
方から覆う前記開口の前方位置と前記演出用内部材を前方へ露出する前記開口の側方位置
又は後方位置との間を前記演出用内部材に沿って開閉する演出用外部材と、前記ベース部
材に往復移動可能に支持された出力部材と、前記出力部材を往復移動させる駆動源と、前
記演出用内部材と一体的に回動可能に設けられ、前記出力部材の往復移動に応じて前記演
出用内部材を回動させて演出させる回動アームと、前記演出用外部材と一体的に移動可能
に設けられ、前記出力部材の往復移動に応じて前記演出用外部材を開閉させて演出させる
開閉アームと、を有することを特徴とする遊技機である。
　また、この発明の第２の形態は、遊技領域に設けられた演出装置を有する遊技機におい
て、前記演出装置は、前記遊技領域に設けられ、前後方向に開いた略円形状に形成された
開口を有する前ベースと、該前ベースの後方に配された後ベースとを備えたベース部材と
、略球形状に形成され演出用内部材であって、該演出用内部材の略半分を前記開口から前
方へ出っ張らせるように前記開口に嵌め込まれ、前記前後方向に対して略直交する幅方向
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に延びる回転軸を中心にして回動可能に前記後ベースに支持された演出用内部材と、前記
略球形状の前記演出用内部材の前記略半分を両開き扉状に開閉可能な球面状の２つの開閉
部材を有する演出用外部材であって、前記前後方向及び前記幅方向に対してそれぞれ略直
交する厚さ方向に延びる枢支軸を中心にして開閉可能に前記前ベース又は前記後ベースの
少なくとも一方に支持され、前記２つの開閉部材を互いに合わせたとき前記演出用内部材
の前記略半分を前方から覆い、前記２つの開閉部材を互いに離間させたとき前記演出用内
部材の前記略半分を前方へ露出するように、前記演出用内部材に沿って開閉する演出用外
部材と、前記演出用内部材の後方に配され、前記厚さ方向に往復移動可能に前記後ベース
に支持された出力部材と、前記後ベースに設けられ、前記出力部材を往復移動させる駆動
源と、前記演出用内部材と一体的に回動可能に設けられた回動アームであって、該回動ア
ームの先端部が前記出力部材側に連結され、前記出力部材の往復移動に応じて前記演出用
内部材を回動させて演出させる回動アームと、前記各開閉部材と一体的にそれぞれ移動可
能に設けられた一対の開閉アームであって、前記各開閉部材の先端部が前記出力部材側に
連結され、前記出力部材の往復移動に応じて前記各開閉部材を開閉させて演出させる開閉
アームと、を有することを特徴とする遊技機である。
　さらに、この発明の第３の形態は、第１の形態又は第２の形態のいずれかに係る遊技機
であって、前記演出用外部材から離間した位置に配され、前後方向に往復移動可能に前記
ベース部材に支持されたスライド部材と、前記幅方向にそれぞれ延ばされ、前記ベース部
材に支持された第１回転軸及び第２回転軸と、前記第１回転軸を中心にして回動可能に支
持され、前記出力部材に係合する第１入力部と、該第１入力部と一体的に形成され、前記
スライド部材を介して前記開閉アームに係合する第１出力部とを有する第１中継リンクと
、前記第２回転軸を中心にして回動可能に支持され、前記出力部材に係合する第２入力部
と、該第２入力部と一体的に形成され、前記回動アームに係合する第２出力部とを有する
第２中継リンクとを有することを特徴とする。
　さらに、この発明の第４の形態は、第３の形態に係る遊技機であって、前記スライド部
材は板状に形成され、前記前ベースは枠部を有し、前記枠部は、該枠部と一体的に形成さ
れ、前記前後方向に対して直交する断面が略コ字形状の前ガイド溝であって、前記幅方向
で互いに対向配置され、前記スライド部材の前部を案内移動可能に嵌合させた一対の前ガ
イド溝を有し、前記後ベースは外周を構成する壁部を有し、前記壁部は、該壁部と一体的
に形成され、前記前後方向に対して直交する断面が略コ字形状の後ガイド溝であって、前
記幅方向で互いに対向配置され、前記スライド部材の後部を案内移動可能に嵌合させた一
対の後ガイド溝を有し、前記スライド部材の前部は、一対の連結用孔を有し、前記一対の
開閉アームは、前記一対の連結用孔にそれぞれ係合する連結用突起を有することを特徴と
する。
　さらに、この発明の第５の形態は、第１の形態から第４の形態のいずれかに係る遊技機
であって、前記演出用内部材は、中空に形成され、該演出用内部材の後部が後方へ開放さ
れ、前記演出用内部材を後方から臨むように前記ベース部材に設けられた発光手段を有し
、前記演出用内部材と一体的に中空軸形状に形成され、前記演出用内部材の前面部の裏側
から前記演出用内部材の後部に延ばされた導光部を有し、前記導光部は、前記演出用内部
材を回動させたとき、前記導光部の後端が前記発光手段に対向するように形成されたこと
を特徴とする。
　さらに、この発明の第６の形態は、第１の形態から第５の形態のいずれかに係る遊技機
であって、前記演出用内部材を後方から臨むように前記ベース部材に設けられた発光手段
を有し、前記開口の前方位置で互いに合わさる前記２つの開閉部材の両端縁の少なくとも
一方は、前記互いに合わさるとき開閉部材の他方の端縁との間に隙間を生じるように形成
され、前記２つの開閉部材の動作、及び前記発光手段の点滅を制御する制御部を有し、前
記制御部は、前記発光手段を点灯させた後、前記２つの開閉部材を前記開口の前方位置か
ら互いに離間させることを特徴とする。
　さらに、この発明の第７の形態は、第１の形態から第６の形態のいずれかに係る遊技機
であって、前記演出用内部材の回動中心となる前記回転軸は、遊技者の方へ傾斜させるよ
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うに前記ベース部材に支持されたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明の第１の形態によると、駆動源により往復移動する出力部材側に対し、演出用
内部材の回動アームと演出用外部材の開閉アームとをそれぞれ連結し、演出用内部材と演
出用外部材を異なる方向に移動させる構成にしたので、駆動源を１つとすることができ、
部品点数を削減することができる。
【０００９】
　また、この発明の第２の形態によると、演出用内部材の略半分を開口から前方へ出っ張
らせ、２つの開閉部材を開口の前方位置から演出用内部材に沿わせて開口の後方位置にそ
れぞれ開閉させたので、演出用内部材を前方に大きく露出させることが可能となる。また
、演出用内部材の回動及び２つの開閉部材の各開閉動作、合計で３つの動作の方向をそれ
ぞれ異ならせたので、視覚的な演出効果をより高めることができる。また、出力部材、駆
動源、回動アーム及び開閉アームの配置スペースが幅方向に広がるのを防止可能となる。
【００１０】
　さらに、この発明の第３の形態によると、第１中継リンク及び第２中継リンクを設けた
ことにより、出力部材の動きを演出用外部材の開閉アームと、演出用内部材の回動アーム
との２つの系統に伝えるようにしたので、部品点数を減少させることが可能となる。
【００１１】
　さらに、この発明の第４の形態によると、前ガイド溝を前ベースの枠部と一体的に形成
し、後ガイド溝を後ベースの壁部と一体的に形成したので、部品点数を削減可能となる。
また、２つの開閉部材から厚さ方向で離間した位置に配されたスライド部材を板状に形成
し、スライド部材の一対の連結用孔に一対の開閉アームの各連結用突起を係合させたので
、演出装置を厚さ方向で嵩張らせずに済む。さらに、スライド部材の前部を一対の前ガイ
ド溝により案内可能に支持し、スライド部材の後部を一対の後ガイド溝により案内可能に
支持したので、スライド部材を安定的に案内移動させることが可能となる。
【００１２】
　さらに、この発明の第５の形態によると、固定されたベース部材に発光手段を装着し、
回動する演出用内部材に発光手段を装着しないので、発光手段への配線が容易となる。ま
た、導光部を演出用内部材と一体的に形成したので、部品点数を削減可能となる。さらに
、導光部により発光手段からの光を有効に演出用内部材に導くことが可能となる。
【００１３】
　さらに、この発明の第６の形態によると、２つの開閉部材を開口の前方位置で合わせた
とき、２つの開閉部材間の隙間を通して、発光手段による演出的な点灯を視認可能とした
ので、視覚的な演出効果を向上させることが可能となる。
【００１４】
　さらに、この発明の第７の形態によると、演出装置を側枠部に支持する場合、演出用内
部材の回動中心となる回転軸を遊技者の方へ傾斜させたので、遊技者に対する演出用内部
材の視認性を向上させることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
（構成）
　この発明の一実施形態について図面を用いて説明する。先ず、この発明の一実施形態に
係る遊技機の構成について図１から図１８参照にして説明する。先ず、遊技機の遊技盤に
ついて図１～図３を参照にして説明する。
【００１６】
　図１は、遊技機の遊技盤の正面図、図２（ａ）は、駆動リンク２２を第１位置に揺動し
、従動体３０を窓枠部１２３の開口の中央部の方に移動させたときの演出用可動体２０を
裏側から見た斜視図、（ｂ）は、第２従動リンク及び長尺体を部分的に示した（ａ）の部
分拡大図、図３（ａ）は、駆動リンク２２を第２位置に揺動し、従動体３０を側枠部１２
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５の方に移動させたときの演出用可動体２０を裏側から見た斜視図、（ｂ）は、第２従動
リンク及び長尺体を部分的に示した（ａ）の部分拡大図である。ここで、裏側とは、遊技
機を間にして遊技者側（表側）とは反対の側をいう。
【００１７】
　遊技領域１０は、遊技盤１１におけるガイドレール１３に囲まれた領域である。遊技領
域１０には枠体１２が配されている。
【００１８】
　遊技領域１０は、図示しない発射装置によって発射された遊技球が流下するようになっ
ており、その領域には、特別入賞口１４、図示しない可変表示装置、及び大入賞口１５が
設けられている。遊技球を特別入賞口１４に入賞させると、可変表示装置で可変表示遊技
を行い、可変表示遊技の表示結果によって、大入賞口１５を閉じた状態（遊技者にとって
不利な状態）から大入賞口１５を開いた状態（遊技者にとって有利な状態）に変換する。
また、遊技領域１０には、一般入賞口、ランプ、球の流れる方向を変換する風車、多数の
障害釘、アウト球を受け入れるアウト穴が設けられている。
【００１９】
　可変表示装置は、液晶表示装置等のディスプレイと、ディスプレイの裏面に配され、デ
ィスプレイの表示の制御等を含む演出の制御を行う演出用基板（図示省略）とが含まれる
。
【００２０】
　枠体１２は、前枠１２１と後枠１２２とを表裏方向から組み合わせて構成されている。
前枠１２１と後枠１２２とは、それぞれ樹脂成形され、ネジ等により組み立てられている
。前枠１２１の一部及び後枠１２２の一部を図２及び図３に示す。枠体１２は窓枠部１２
３を有している。窓枠部１２３の開口を通してディスプレイを視認可能である。窓枠部１
２３は、その上縁を構成する上枠部１２４と、その側縁を構成する側枠部１２５とを有し
ている。
【００２１】
　側枠部１２５は外側方向へ湾曲するように形成されている。外側方向へ湾曲するように
形成され、側枠部１２５の前枠１２１、及び、外側方向へ湾曲するように形成されずに、
略直線形状に形成された側枠部１２５の後枠１２２を図１に示す。窓枠部１２３の開口の
中央部から側枠部１２５の後枠１２２の表側に移動した従動体３０であって、側枠部１２
５の前枠１２１に沿うように外側方向へ曲がった従動体３０を図２に示す。
【００２２】
　次に、従動体３０の下端部と側枠部１２５との間に介在し、従動体３０を側枠部１２５
に連結するための連結部材、及びその連結部材を側枠部１２５に支持する構造について、
図１から図４を用いて説明する。図４は連結部材及び連結部材の支持構造の断面図であり
、（ａ）は、頭部の中心軸に沿って連結部材等を切断したときの縦断面図、（ｂ）は、（
ａ）のＸＩＢ－ＸＩＢ線断面図である。
【００２３】
　枠体１２は連結部材１６を有している。枠体１２と連結部材１６とは別体に形成されて
いる。側枠部１２５の下部には、連結部材１６を嵌合させ、嵌合したとき連結部材１６の
外れを阻止する連結部材１６の支持部１２６が設けられている。前枠１２１と後枠１２２
とを表裏方向から組み合わせて構成された支持部１２６を図４（ａ）に示す。
【００２４】
　連結部材１６は、首部１６１と、首部１６１の先端に一体的に設けられた頭部１６２と
、首部１６１の基端に一体的に設けられ、首部１６１の肉厚より大きい幅をもつ略直方体
形状の肩部１６３とを有している。
【００２５】
　首部１６１は、後記する第１従動リンク４０ａのアーム４２と同じ形状に形成さている
。また、頭部１６２は、後記する第１従動リンク４０ａの枢軸４３と同じ形状に形成され
ている。第１従動リンク４０ａについては後述する。肩部１６３には被係合溝１６４が形
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成されている。
【００２６】
　支持部１２６を構成する後枠１２３には、首部１６１を通し、肩部１６３を係止する係
止溝１２７、及び、肩部１６３が嵌め込まれる嵌合部１２８が形成されている。嵌合部１
２８を構成する周壁には弾性を有する係合突起１２９が形成されている。係合突起１２９
は、被係合溝１６４に係合し、肩部１６３の抜け止めをする。また、前枠１２１と後枠１
２２とを表裏方向から組み合わせて支持部１２６を構成したとき、前枠１２１が首部１６
１に表側から当接し、首部１６１の抜け止めをする。連結部材１６の首部１６１を係止溝
１２７に通し、肩部１６３を嵌合部１２８に嵌め込み、前枠１２１と後枠１２２とを組み
合わせることにより、連結部材１６を枠体１２の支持部１２６に簡単に取り付けることが
できる。
【００２７】
　なお、枠体１２に連結部材１６を一体的に形成しても良い。また、係止溝１２７及び嵌
合部１２８は、前枠１２１と後枠１２２との少なくとも一方に設ければ良い。
【００２８】
　次に、遊技領域１０に配され、可変表示装置における可変表示遊技に対して連動又は独
立して予め定められた動作をする演出用可動体２０及び演出装置６０について説明する。
【００２９】
（演出用可動体の構成）
　先ず、演出用可動体２０について図２から図１２を参照して説明する。図５は、駆動リ
ンクを第１位置と第２位置とに揺動したときの演出用可動体を表側から見た正面図、図６
は、駆動リンク及び従動体の動作説明図、図７は枢軸の中心軸に対して直交する方向破断
し、裏側から見た従動リンクの横断面図であり、（ａ）は従動リンクの接続される接続方
向を直線方向とした図、（ｂ）は接続方向を窓枠部の開口とは反対側へ傾けた図、（ｃ）
は接続方向を窓枠部の開口側へ傾けた図である。図８は制御ブロック図である。
【００３０】
　演出用可動体２０は、動力源２１、動力源２１の動力により図２に示す第１位置と図３
（ａ）に示す第２位置とに揺動する駆動リンク２２、駆動リンク２２により移動させられ
る従動体３０、及び従動体３０の内部に貫通され、従動体３０の移動に伴い、その曲率を
変化させる長尺体５０を有している。
【００３１】
　動力源２１は、ステッピングモーター２１１と減速機構２１２とを有し、枠体１２の内
部に収容されている。ステッピングモーター２１１及び減速機構２１２を図２から図５に
示す。上枠部１２４の上縁から約３３ｍｍであって、側枠部１２５の縁から約１０ｍｍの
位置に回動中心が配された動力アーム２３であって、中継アーム２４を引き込み、駆動リ
ンク２２を第２位置に揺動させた動力アーム２３を図６に実線で示す。長尺体５０を図７
に二点鎖線で示す。動力源２１を制御するためのサブ制御基板８２及びモーター制御基板
８３を図８に示す。
【００３２】
　図６では、動力アーム２３を約２５ｍｍの長さの実線で、中継アーム２４を約７０ｍｍ
の長さの実線で、駆動リンク２２を約１００ｍｍの長さの一点鎖線で示す。駆動リンク２
２の一端部２２１から他端部２２２の方へ約３５ｍｍ離れた中間部には、中継アーム２４
を介して動力アーム２３の先端部が連結されている。ステッピングモーター２１１の動力
は、減速機構２１２、動力アーム２３及び中継アーム２４を介して駆動リンク２２に伝達
される。
【００３３】
　駆動リンク２２は、透過性を有する無色の樹脂材により棒形状に成形されている。駆動
リンク２２は、上枠部１２４に回動可能に支持された一端部２２１と、動力源２１により
、遊技領域１０内の第１位置と第２位置との間を揺動する他端部２２２とを有している。
窓枠部１２３で囲まれた開口のほぼ中央位置である第１位置に揺動した駆動リンク２２の
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他端部２２２を図２及び図５（ｂ）に示す。また、窓枠部１２３の位置である第２位置に
揺動した駆動リンク２２の他端部２２２を図３及び図５（ａ）に示す。さらに、駆動リン
ク２２を第２位置に揺動したとき、中継アーム２４に当接するストッパ２２３を図３に示
す。なお、図５（ａ）、（ｂ）では、駆動リンク２２、動力アーム２３及び中継アーム２
４が省略されている。
【００３４】
　駆動リンク２２の他端部２２２の動作について図６を用いて詳細に説明する。上枠部１
２４の上縁から下方向（開口側）へ約５ｍｍ離れた位置であって、側枠部１２５の縁から
左方向（開口側）へ約５５ｍｍ離れた位置に配された駆動リンク２２の一端部２２１（揺
動中心）を示す。また、時計方向及び反時計方向に回動する動力アーム２３を示す。
【００３５】
　動力アーム２３が回動すると、中継アーム２４が駆動リンク２２の中間部を左右に押し
引きし、駆動リンク２２の他端部２２２が第１位置と第２位置との間を揺動する。窓枠部
１２３の縁から左方向（開口側）に約１１０ｍｍの第１位置に揺動した駆動リンク２２の
他端部２２２を図６に示し、また、窓枠部１２３の縁から右方向（開口とは反対側）に約
２０ｍｍの第２位置に揺動した駆動リンク２２の他端部２２２を図６に示す。
【００３６】
　従動体３０は、直列に順次接続された２以上の従動リンク４０を有しており、２以上の
従動リンク４０により枠体１２と駆動リンク２２の他端部２２２とを連結している。この
実施形態では、従動体３０は、３種類の全部で１４個の従動リンク４０を有している。以
下、従動体３０の中間に位置する１２個の従動リンク４０を第１従動リンク４０ａとする
。また、枠体１２と連結される従動リンク４０を第２従動リンク４０ｂとする。さらに、
駆動リンク２２と連結される従動リンクを第３従動リンク４０ｃとする。なお、３種類の
従動リンク４０は、共通する構成と互いに異なる構成を有する。最初に、従動体３０の中
間に位置する１２個の第１従動リンク４０ａについて説明する。その後に、第２従動リン
ク４０ｂ及び第３従動リンク４０ｃの前記互いに異なる構成について説明する。
【００３７】
　先ず、従動体３０の中間に位置する１２個の第１従動リンク４０ａについて、図９から
図１１を参照にして詳細に説明する。図９（ａ）は従動リンクを斜め後方から見たときの
斜視図、図９（ｂ）は従動リンクを斜め下方から見たときの斜視図、図１０（ａ）は従動
リンクの右側面図、図１０（ｂ）は従動リンクの平面図、図１０（ｃ）は従動リンクの正
面図、図１０（ｄ）は従動リンクの底面図、図１０（ｅ）は従動リンクの左側面図、図１
０（ｆ）は従動リンクの縦断面図、図１０（ｇ）は従動リンクの背面図、図１１は、従動
リンク同士を接続するときの説明図であり、一方の第１従動リンク４０ａを拡大縦断面図
とし、他の第１従動リンク４０ａを拡大した外形を一点鎖線で表した図である。
【００３８】
　第１従動リンク４０ａは、壁体４１、アーム４２、枢軸４３及び枢軸４３の支持構造４
４を有している。壁体４１から支持構造４４が樹脂成形により一体的に形成された第１従
動リンク４０ａを図９に示す。
【００３９】
　壁体４１は、第１従動リンク４０ａの接続方向に対して直交する平面上で、略コ字形の
断面形状に形成され、表壁４１１により表側から内部空間４０１を覆い、側壁４１２によ
り両側から内部空間４０１を覆っている。内部空間４０１の裏側は、外部に開放されてい
る。表壁４１１及び側壁４１２には、装飾が施されている。壁体４１は、約８ｍｍの丈（
接続方向の長さ）を有する。
【００４０】
　ここで、第１従動リンク４０ａの接続方向とは、枢軸４３の中心軸と支持構造４４によ
り支持される他の第１従動リンク４０ａの枢軸４３の中心軸とを結ぶ直線方向をいい、図
１０（ｇ）において上下方向である。また、第１従動リンク４０ａの接続される接続方向
とは、前記直線方向の傾き方向をいう。さらに、上方向に開放された内部空間４０１を図
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１０（ｇ）に示す。
【００４１】
　アーム４２は、接続方向で壁体４１の一端部に一体的に設けられ、内部空間４０１の外
へほぼ接続方向に突出するように形成されている。アーム４２は板状に形成され、約２ｍ
ｍの板厚、約３．５ｍｍの板幅（表裏方向の長さ）、及び約５ｍｍの丈（接続方向の長さ
）を有している。ここで、接続方向で壁体４１の一端部とは、壁体４１の上端部である。
また、接続方向とは、図１０（ａ）において上方向である。また、表裏方向とは、図１０
（ｅ）において左右方向である。
【００４２】
　枢軸４３は、アーム４２の先端部に一体的に設けられ、表裏方向を中心軸とする略円柱
形状に形成されている。枢軸４３は約４ｍｍの円柱径、及び約８ｍｍの軸長（表裏方向の
長さ）を有している。枢軸４３の表側端部４３１は、支持構造４４への挿入を容易にする
ために半球状に形成されている。ここで、アーム４２の先端部とは、図１０（ａ）におい
てアーム４２の上端部である。
【００４３】
　枢軸４３の支持構造４４は、内部空間４０１の中に配され、壁体４１と一体的に設けら
れ、隣り合う第１従動リンク４０ａの枢軸４３を挿入可能にされ、挿入されたとき枢軸４
３を中心軸回りに回動可能に支持する。支持構造４４は、一対の係止片４４１と、弾性片
４４２とを有している。
【００４４】
　一対の係止片４４１は、接続方向で壁体４１の他端部に一体的に設けられ、隙間をもっ
て互いに対向配置されている。ここで、接続方向で壁体４１の他端部とは、壁体４１の下
端部である。表壁４１１の下端部から裏側へそれぞれ延ばされた一対の係止片４４１を図
１０（ｄ）に示す。
【００４５】
　一対の係止片４４１の間の隙間は約３ｍｍであり、アーム４２の約２ｍｍの板厚以上の
幅であって、枢軸４３の約４ｍｍの円柱径より小さい幅を有し、内部空間４０１の表側か
ら裏側へ延ばされ、裏側で開放されている。係止片４４１は約１０ｍｍの表裏方向の長さ
を有している。
【００４６】
　弾性片４４２は、弾性力を有し、壁体４１の一端部に一体的に設けられ、内部空間４０
１の表側から裏側へ延びるように形成されている。ここで、壁体４１の一端部とは、壁体
４１の上端部である。表壁４１１の上端部から裏側へ延ばされた弾性片４４２を図１０（
ｂ）、（ｆ）に示す。
【００４７】
　弾性片４４２は、片持ちの梁状に形成され、約２ｍｍの幅、約１．５ｍｍの厚さ、約１
０ｍｍの表裏方向の長さを有している。弾性片４４２の先端部４４３は、表壁４１１から
約８ｍｍの位置で前記表裏方向に対して直交方向へ約１ｍｍ突出している。表壁４１１と
弾性片４４２の先端部４４３との間の表裏方向の隙間（約８ｍｍ）に、約８ｍｍの軸長を
有する枢軸４３が収まるようになる。ここで、表裏方向に対して直交方向とは図１０（ｆ
）において下方向である。
【００４８】
　一対の係止片４４１の間の約３ｍｍの隙間を通して外部から視認することが可能な約２
ｍｍの幅を有する弾性片４４２を図１０（ｄ）に示す。それにより、前記約３ｍｍの隙間
を通して、成形型を外部から内部空間４０１に進入させて弾性片４４２を成形することが
可能となる。
【００４９】
　弾性片４４２の先端部４４３は、約２ｍｍの表裏方向の長さを有している。弾性片４４
２の先端部４４３は、裏側から表側へ向かって前記約２ｍｍの表裏方向の長さの間で、表
裏方向に対して直交方向へ約０ｍｍから約１ｍｍに徐々に突出させ、枢軸４３の半球状の
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表側端部４３１の挿入を容易にした傾斜面４４４を有している。弾性片４４２の傾斜面４
４４を拡大縦断面図である図１１（ａ）～（ｃ）に示す。
【００５０】
　弾性片４４２には、アーム４２が一体的に形成されている。それにより、接続する第１
従動リンク４０ａ同士の枢軸４３の間隔が狭くなり、数多くの第１従動リンク４０ａを、
予め定められた長さの中で接続することができる。第１従動リンク４０ａの数を多くする
ほど、従動体３０の曲がりを多様化させ、視覚的な演出効果を高めることが可能となる。
【００５１】
　次に、枢軸４３、一対の係止片４４１及び弾性片４４２の位置関係について、図７及び
図１１を参照にして説明する。図１１（ａ）は従動リンク同士を接続する直前の状態図、
図１１（ｂ）は従動リンク同士を接続した後の状態図、図１１（ｃ）は従動リンク同士を
離す直前の状態図である。
【００５２】
　図１１（ａ）のように上位の第１従動リンク４０ａの弾性片４４２を開けて、下位の第
１従動リンク４０ａの枢軸４３を表側端部４３１から挿入して連接させる。その後、弾性
片４４２が弾性力により復元したとき、弾性片４４２及び一対の係止片４４１は、枢軸４
３の径と同径の円の周囲に沿うように配置されている。一点鎖線で示した枢軸４３の周面
と、枢軸４３の周面に沿うように位置する係止片４４１及び弾性片４４２を図７（ａ）及
び図１１（ｂ）に示す。弾性片４４２及び一対の係止片４４１により枢軸４３を中心軸回
りに回動可能に支持する。
【００５３】
　弾性片４４２は、弾性片４４２の先端部４４３が周囲から円の中心の寄りに位置し、弾
性力に抗して変形したとき、弾性片４４２の先端部４４３が円の周囲に位置する。一点鎖
線で示した枢軸４３の周面と、枢軸４３の周面に押されることにより変形した、一点鎖線
で示した弾性片４４２の先端部４４３を図１１（ａ）に示す。
【００５４】
　次に、枠体１２に連結される第２従動リンク４０ｂについて、図３、図６及び図７（ａ
）を用いて説明する。図７（ａ）では、実線で示す第１従動リンク４０ａと二点鎖線で示
す第２従動リンク４０ｂとを併記している。第２従動リンク４０ｂは、樹脂材により成形
され、連結部材１６を介して枠体１２の支持部１２６に取り付けられる。第２従動リンク
４０ｂは、第１従動リンク４０ａに対して新たな部位を追加したものである。第１従動リ
ンク４０ａと同じ部位については、その説明を省略する。
【００５５】
　第１従動リンク４０ａに対して追加された新たな部位である脚部４４６を図７（ａ）に
二点鎖線でそれぞれ示す。脚部４４６は、側壁４１２から枠体１２の支持部１２６に延ば
されている。駆動リンク２２を第１の位置に揺動させ、第２従動リンク４０ｂを窓枠部１
２３の開口側に回動し、脚部４４６を支持部１２６に当接させると、第２従動リンク４０
ｂを窓枠部１２３の開口側へ所定角度以上の傾くのを制限する。第１の位置に揺動させた
駆動リンク２２を図６に一点鎖線で示し、下方に対し所定の曲率で曲がった従動体３０を
図６に二点鎖線で示す。
【００５６】
　次に、駆動リンク２２に連結される第３従動リンク４０ｃについて、図６及び図１２を
参照して説明する。図１２は、第３従動リンク４０ｃ及び動力源２１の制御の説明図であ
る。第３従動リンク４０ｃは、第１従動リンク４０ａ等と同一の構成を有している。以下
の第３従動リンク４０ｃの説明においては、第１従動リンク４０ａと同一の構成について
は同一番号を付して説明する。
【００５７】
　第３従動リンク４０ｃのアーム４２は円板形状に形成されている。枢軸４３は、アーム
４２の円周部４２１に配され、駆動リンク２２に回動可能に連結されている。アーム４２
と一体的に設けられ、枢軸４３の位置の略鉛直方向線上であって、アーム４２の円周部４
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２１に振り子４５を揺動可能に支持する枢支部４２２を有している。図９及び図１０に示
した壁体４１及び支持構造４４（一対の係止片４４１及び弾性片４４２）は、アーム４２
の円周部４２１であって、枢支部４２２と枢軸４３との間に設けられている。図１２では
鉛直方向線から約１０ｍｍだけ側枠部１２５側に寄った支持構造４４を図６に示す。
【００５８】
　第３従動リンク４０ｃの前壁は、装飾部４６を有している。それにより、第３従動リン
ク４０ｃの壁を有効利用し、演出効果を高めることができる。第３従動リンク４０ｃの前
壁は、円板形状のアーム４２の表壁である。アーム４２に表側から嵌め込まれ装着された
装飾部４６を図１２（ａ）に示す。なお、第３従動リンク４０ｃの前壁に装飾部４６を一
体的に形成しても良い。
【００５９】
　次に、従動体３０の組立及び従動体３０を駆動リンク等に接続する構造について、図７
及び図１１を参照にして説明する。従動体３０の組立は、第１従動リンク４０ａ同士を接
続し、それに第２従動リンク４０ｂ及び第３従動リンク４０ｃをさらに接続して行う。
【００６０】
　先ず、第１従動リンク４０ａ同士の接続について図１１を参照にして説明する。図１１
（ａ）は、第１従動リンク４０ａ同士を接続する直前の状態図、図１１（ｂ）は、第１従
動リンク４０ａ同士を接続した後の状態図である。
【００６１】
　一方の第１従動リンク４０ａの枢軸４３の表側端部４３１を、他方の第１従動リンク４
０ａの弾性片４４２の傾斜面４４４にあてがい、また、一方の第１従動リンク４０ａのア
ーム４２（板厚約２ｍｍ）を、他方の第１従動リンク４０ａの一対の係止片４４１の間の
隙間（約３ｍｍ）に嵌め込むようにする。
【００６２】
　前述したように、傾斜面４４４は裏側から表側に向かって徐々に突出させ、枢軸４３の
中心軸に近づくように形成されている。枢軸４３の表側端部４３１は、挿入するとき、弾
性片４４２を開かさせるために半球状に形成されている。それにより、枢軸４３の表側端
部４３１が弾性片４４２の傾斜面４４４を上方に押し上げられる。傾斜面４４４が上方に
押し上げられ、先端部４４３が変形した弾性片４４２を図１１（ａ）に一点鎖線で示す。
【００６３】
　一対の係止片４４１の間の隙間に第１従動リンク４０ａのアーム４２を嵌め込むことに
より、枢軸４３が一対の係止片４４１の間に跨るようになり、第１従動リンク４０ａ同士
が外れ難くなり、また、第１従動リンク４０ａを表側の方向へ確実に案内可能となり、第
１従動リンク４０ａ同士の接続が容易となる。他方の第１従動リンク４０ａの表壁４１１
に枢軸４３の表側端部４３１が接近し、表壁４１１と弾性片４４２の先端部４４３との間
の隙間（約８ｍｍ）中に約８ｍｍの軸長を有する枢軸４３が収まった一方の第１従動リン
ク４０ａを図１１（ｂ）に一点鎖線で示す。
【００６４】
　また、切り欠き部４４５の表裏方向の幅（約４ｍｍ）内に、約３．５ｍｍの板幅を有す
るアーム４２が位置した一方の第１従動リンク４０ａを図１１（ｂ）に一点鎖線で示す。
枢軸４３を支持構造４４に裏側から嵌め込むことにより、第１従動リンク４０ａ同士を簡
単に接続することが可能となる。
【００６５】
　以上のように接続された第１従動リンク４０ａと第２従動リンク４０ｂとを接続する。
第２従動リンク４０ｂは、連結部材１６を備え、連結部材１６は第１従動リンク４０ａの
アーム４２と同一形状の首部１６１、及び枢軸４３と同一形状の頭部１６２とを有してい
るため、第１従動リンク４０ａと第２従動リンク４０ｂとの接続は、第２従動リンク４０
ｂの首部１６１を第１従動リンク４０ａの一対の係止片４４１に係止させ、また、第２従
動リンク４０ｂの頭部１６２を第１従動リンク４０ａの一対の係止片４４１の間の隙間に
嵌め込むことにより、第１従動リンク４０ａ同士の接続と同様に簡単に行うことが可能と
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なる。
【００６６】
　次に、第１従動リンク４０ａと第３従動リンク４０ｃとを接続する。第３従動リンク４
０ｃは、第１従動リンク４０ａと同一の一対の係止片４４１及び弾性片４４２を有してい
るため、第１従動リンク４０ａと第３従動リンク４０ｃとの接続は、第１従動リンク４０
ａ同士の接続と同様である。なお、第３従動リンク４０ｃは、予め、枢軸４３により駆動
リンク２２に回動可能に連結しておく。
【００６７】
　上記したように第１従動リンク４０ａ同士を接続し、それに第２従動リンク４０ｂ及び
第３従動リンク４０ｃをさらに接続し、従動体３０を組み立てる。このように組み立てら
れた従動体３０を表側から見ると、接続し合った従動リンク４０の壁体４１と壁体４１と
の間の隙間を通してアーム４２だけが表側に露出するだけであり、支持構造４４である一
対の係止片４４１や弾性片４４２が表側に露出せず、外観品質が向上する。
【００６８】
　次に、従動体３０に長尺体５０を装着する。従動体３０に長尺体５０を装着する構成に
ついて、第３従動リンク４０ｃ及び長尺体５０を部分的に拡大して示した図２（ｂ）、図
３（ｂ）及び図７を参照にして説明する。
【００６９】
　先ず、長尺体５０について図２（ｂ）、図３（ｂ）及び図７を参照にして説明する。長
尺体５０は、復元力を有し、透明な樹脂材により細長の板形状に形成されている。長尺体
５０は、第１従動リンク４０ａ、第２従動リンク４０ｂ及び第３従動リンク４０ｃの接続
される接続方向に第１従動リンク４０ａ、第２従動リンク４０ｂ及び第３従動リンク４０
ｃを貫通するように装着され、駆動リンク２２を第１位置に揺動させたとき、復元力によ
り接続方向に対する曲率を小さく、駆動リンク２２を第２位置に揺動させたとき、復元力
に抗して接続方向に対する曲率を大きくなるよう配設されている。
【００７０】
　長尺体５０は、約０．５ｍｍの板厚、約２．６～約２．８ｍｍの板幅、約１４６．５ｍ
ｍの長さを有している。長尺体５０の一端部５１は、板厚方向に約０．８～約１．２ｍｍ
の長さで略直角に曲げられている。長尺体５０の他端部５２は、真っ直ぐ延ばされている
。
【００７１】
　次に、長尺体５０を支持する構成について図７を参照にして説明する。長尺体５０は、
第１従動リンク４０ａ、第２従動リンク４０ｂ及び第３従動リンク４０ｃの各通し穴４０
２に貫通させることにより、支持される。
【００７２】
　通し穴４０２は、隙間をもって互いに対向配置された一対の係止片４４１の両側縁の少
なくとも一方を、凹形状に切り欠くことにより形成されている。
【００７３】
　一対の係止片４４１の両側縁に形成された切り欠き部４４５を図７（ａ）～（ｃ）、図
９（ｂ）に示す。一対の係止片４４１の切り欠き部４４５間の隙間は約５ｍｍである。枢
軸４３は約４ｍｍの円柱径を有するため、切り欠き部４４５と枢軸４３の周面との間には
、約０．５ｍｍの隙間が形成される。この隙間は、約０．５ｍｍの板厚を有する長尺体５
０を通し可能となっている。また、切り欠き部４４５の表裏方向の幅は約４ｍｍであるた
め、約２．６～約２．８ｍｍの板幅を有する長尺体５０を通し可能となっている。この隙
間が、約０．５ｍｍ×約４ｍｍの矩形状の通し穴４０２となる。以上のように、係止片４
４１の側縁に切り欠き部４４５を設けることにより、通し穴４０２を簡単に形成すること
ができる。
【００７４】
　複数の第１従動リンク４０ａ、第２従動リンク４０ｂ及び第３従動リンク４０ｃを直線
的に接続し、約０．５ｍｍ×約４ｍｍの矩形状の各通し穴４０２を直線方向に並べ、各通
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し穴４０２に約０．５ｍｍ×約２．６～約２．８ｍｍの長尺体５０を通すことができ、そ
れにより、長尺体５０を複数の第１従動リンク４０ａ、第２従動リンク４０ｂ及び第３従
動リンク４０ｃに一度に装着することが可能となる。
【００７５】
　次に、枠体１２と第２従動リンク４０ｂとの接続について図４を参照にして説明する。
図４に示すように、側枠部１２５の支持部１２６に連結部材１６を取り付けておく。連結
部材１６と第２従動リンク４０ｂとを接続する。
【００７６】
　連結部材１６は、第１従動リンク４０ａのアーム４２と同一形状の首部１６１、及び枢
軸４３と同一形状の頭部１６２とを有している。第２従動リンク４０ｂは、第１従動リン
ク４０ａと同じ部位を有している。したがって、第１従動リンク４０ａ同士の接続と同様
に、枠体１２と第２従動リンク４０ｂとを簡単に接続可能となる。
【００７７】
　次に、通し穴４０２から長尺体５０が抜けるのを防止する抜け止め構造５０１を説明す
る。長尺体５０の一端部５１の下方に位置する支持部１２６を図７（ａ）に示す。また、
約０．８～約１．２ｍｍの長さで略直角に曲げられている長尺体５０の一端部５１と、そ
の一端部５１の上方に位置し、約０．５ｍｍの隙間を有する通し穴４０２とを図７（ａ）
に示す。それにより、長尺体５０の一端部５１の上下移動は、通し穴４０２と支持部１２
６との間に制限され、従動体３０の動作中においても、長尺体５０が通し穴４０２から抜
けるのを防止する。以上のように成形、配置された長尺体５０の一端部５１、通し穴４０
２及び支持部１２６により抜け止め構造５０１が構成される。
【００７８】
　複数の第１従動リンク４０ａ、第２従動リンク４０ｂ及び第３従動リンク４０ｃ同士を
接続し、各通し穴４０２に長尺体５０を通し、第２従動リンク４０ｂを枠体１２の連結部
材１６に接続すれば、支持部１２６に長尺体５０の一端部５１が当接可能となり、簡単な
構成により、長尺体５０の抜け止めが可能となる。また、長尺体５０の固定具や固定作業
が不要となる。また、各通し穴４０２に通され、枢軸４３の外周に接触した長尺体５０を
図７（ａ）に示す。
【００７９】
　枢軸４３の外周と長尺体５０との接触により、枢軸４３に対して長尺体５０の摩擦抵抗
力がかかる。通し穴４０２の隙間（切り欠き部４４５の切り込み量）や長尺体５０の板厚
に応じて、枢軸４３の外周に対して長尺体５０が接触する力を加減することができ、摩擦
抵抗力を加減することにより、枢軸４３の回動量を制御し、従動体３０の曲がり具合を調
整することが可能となる。
【００８０】
　次に、動力源２１の制御について図８及び図１２を参照にして説明する。図１２は動力
源の動作説明図であり、（ａ）は、動力源等を裏側から見た斜視図、（ｂ）は動力アーム
等の部分拡大斜視図である。
【００８１】
　動力源２１を制御するモーター制御基板８３、及び、動力源２１に検知信号を出力する
位置検知スイッチ８４を図８に示す。モーター制御基板８３は、サブ制御基板８２からの
回転指示を受けて、動力源２１のステッピングモーター２１１を予め定められた回転量だ
け時計方向又は反時計方向の一方に回転させ、その後、時計方向又は反時計方向の他方に
回転させる。
【００８２】
　位置検知スイッチ８４は、光センサーである。動力アーム２３は、動力アーム２３の回
動中心を同心とする円弧状縁を有する。動力アーム２３の円弧状縁には通過穴２３１が形
成されている。動力アーム２３の円弧状縁を臨むように設けられた位置検知スイッチ８４
を図１２（ａ）に示す。位置検知スイッチ８４は、通過穴２３１を通る光を検知したか否
かの検知信号をモーター制御基板８３に出力する。動力アーム２３が反時計方向に回動し
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て、位置検知スイッチ８４の位置に移動した通過穴２３１を図１２（ｂ）に示す。通過穴
２３１を通る光を検知した検知信号を受けて、モーター制御基板８３は、ステッピングモ
ーター２１１の回転を停止する。
【００８３】
（演出用可動体の動作）
　次に、演出用可動体の動作について図２から図６を参照にして説明する。動力源２１を
始動すると、動力アーム２３が図６において反時計方向に回動し、中継アーム２４を介し
て、駆動リンク２２の他端部２２２を第２位置から第１位置に押し出す。駆動リンク２２
に連結された従動体３０は、窓枠部１２３の開口側へ移動する。このような従動体３０の
移動において、隣り合う従動リンク４０を引き離そうとする荷重がかかるとき、その荷重
は、従動リンク４０の一対の係止片４４１にかかり、弾性片４４２にかからないので、弾
性片４４２の劣化を防止することができる。また、従動体３０の移動により、可変表示装
置（図示省略）の可変表示遊技と相まって演出効果を高める。
【００８４】
　第１位置に揺動し、窓枠部１２３内の略中央に位置した駆動リンク２２の他端部２２２
を図２、図５（ｂ）及び図６に示す。このとき、駆動リンク２２の他端部２２２と連結部
材１６との間の距離は、全部で１４個の第１従動リンク４０ａ、第２従動リンク４０ｂ及
び第３従動リンク４０ｃで構成された従動体３０の全長よりわずかに短い。それにより、
第１従動リンク４０ａ、第２従動リンク４０ｂ及び第３従動リンク４０ｃの接続される接
続方向に対する長尺体５０の曲率は小さくなる。長尺体５０の曲率に対応して曲げられた
従動体３０を図６において二点鎖線で示す。
【００８５】
　長尺体５０の曲率に対応して従動体３０が曲げられるので、大きな荷重がかかる姿勢を
従動体３０がとらないようになり、従動体３０の故障要因をなくすことができ、従動体３
０の損傷や破損を防止可能となる。また、長尺体５０は、第１従動リンク４０ａ、第２従
動リンク４０ｂ及び第３従動リンク４０ｃの各通し穴４０２を相対的に移動するだけであ
って、負荷がかからないので、同じく、長尺体５０の損傷や破損を防止可能となる。
【００８６】
　次に、動力アーム２３が図６において時計方向に回動し、中継アーム２４を介して駆動
リンク２２を第１位置から第２位置に引き込む。
【００８７】
　第２位置に揺動した駆動リンク２２の他端部２２２を図３、図５（ａ）及び図６に示す
。このとき、駆動リンク２２の他端部２２２と連結部材１６との距離は、従動体３０の全
長より約３０ｍｍ程度短い。それにより、第１従動リンク４０ａ、第２従動リンク４０ｂ
及び第３従動リンク４０ｃの接続される接続方向に対する長尺体５０の曲率は大きくなる
。長尺体５０の曲率に対応して曲げられた従動体３０を図６において二点鎖線で示す。
【００８８】
　次に、駆動リンク２２を第１位置と第２位置とに揺動させたときの複数の従動リンク４
０の動きについて図７を参照にして説明する。なお、以下の従動リンク４０の動きの説明
において、単に記載された「従動リンク４０」には、第１従動リンク４０ａ、第２従動リ
ンク４０ｂ及び第３従動リンク４０ｃの３種類の従動リンク４０を含む。図７（ａ）は従
動リンク４０同士を接続したときの横断面図であって、一方の従動リンク４０のアーム４
２及び枢軸４３を一点鎖線で示した図である。図７（ｂ）は一方の従動リンク４０のアー
ム４２を係止片４４１の切り欠き部４４５に当接するまで、一方の従動リンク４０を窓枠
部１２３の開口とは反対側に傾けたときの横断面図である。図７（ｃ）は一方の従動リン
ク４０のアーム４２が長尺体５０に当接するまで、一方の従動リンク４０を窓枠部１２３
の開口側に傾けたときの横断面図である。ここで、一方の従動リンク４０は、第１従動リ
ンク４０ａ及び第２従動リンク４０ｂをいう。
【００８９】
　枢軸４３を中心にして窓枠部１２３の開口側に一方の従動リンク４０を傾けたとき、一
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方の従動リンク４０のアーム４２が長尺体５０を介して係止片４４１の切り欠き部４４５
に当接する。一方の従動リンク４０が枢軸４３を中心にして窓枠部１２３の開口側に大き
く傾くことがないため、長尺体５０の曲率を予め定められた大きさ以下に抑える。
【００９０】
　枢軸４３を中心にして窓枠部１２３の開口とは反対側に一方の従動リンク４０を傾けた
とき、一方の従動リンク４０のアーム４２が係止片４４１の切り欠き部４４５に当接する
ため、長尺体５０の曲率が過度に大きくなるのを防止する。
【００９１】
　また、第２従動リンク４０ｂの脚部４４６が支持部１２６に当接することにより、第２
従動リンク４０ｂの枢軸４３の中心軸と連結部材１６の頭部１６２の中心軸とを結ぶ直線
方向（第２従動リンク４０ｂの接続方向）が、第３従動リンク４０ｃの支持構造４４の方
向に向かないようになる。
【００９２】
　駆動リンク２２を第１位置に揺動させたとき、前記したように、第２従動リンク４０の
脚部４４６が支持部１２６に当接することにより、第２従動リンク４０ｂの枢軸４３の中
心軸と連結部材１６の頭部１６２の中心軸とを結ぶ直線方向（第２従動リンク４０ｂの接
続方向）が、第３従動リンク４０ｃの支持構造４４の方向に向かないようになる。第２従
動リンク４０ｂは、第３従動リンク４０ｃの支持構造４４の方向に対して上方に傾く。そ
れにより、長尺体５０は、斜め上方へ僅かに出っ張った円弧形状に変形する。従動体３０
も斜め上方へ僅かに出っ張るように曲げられる。駆動リンク２２を第１位置に揺動させた
とき、従動体３０及び長尺体５０は、振り子４５の周囲から離れて配置される。振り子４
５を従動リンク４０と干渉させることがない。
【００９３】
　駆動リンク２２を第２位置に揺動させたとき、前記したように、従動リンク４０の接続
される接続方向に対する長尺体５０の曲率は大きくなる。このとき、従動リンク４０のア
ーム４２が長尺体５０を介して係止片４４１の切り欠き部４４５に当接することにより、
長尺体５０の曲率を予め定められた大きさ以下に抑えるため、また、振り子４５の上方が
第１従動リンク４０ａであり、振り子４５の下方に第２従動リンク４０ｂが位置している
ため、駆動リンク２２を第２位置に揺動させたとき、長尺体５０は、振り子４５の周囲に
沿うよう配置される。それにより、従動体３０も振り子４５の周囲に沿うように曲げられ
る。また、湾曲状に形成された側枠部１２５の前枠１２１に、従動体３０が沿うようにな
り、従動体３０及び振り子４５を小さなスペースに収めることができる。
【００９４】
　また、駆動リンクを第１位置と第２位置とに揺動させると、第１従動リンク４０ａ及び
第２従動リンク４０ｂで構成される従動体３０を、第３従動リンク４０ｃに追従させて移
動させるので、第３従動リンク４０ｃに装着された装飾部４６が、従動体３０を制御して
いるような演出的な効果を奏する。
【００９５】
　次に、第１従動リンク４０ａ同士を切り離す構成について図１１（ｂ）、（ｃ）を参照
にして説明する。図１１（ｃ）は、第１従動リンク４０ａを切り離す直前の状態図である
。一対の切り欠き部４４５間の約５ｍｍの隙間に、約４ｍｍの円柱径を有する枢軸４３を
通過可能に構成し、また、一対の係止片４４１の間の約３ｍｍの隙間に、枢軸４３の半球
状の表側端部４３１を通過可能に構成した。さらに、アーム４２の裏側の縁と枢軸４３と
の境界部を中心にして第１従動リンク４０ａを傾け、枢軸４３の裏側端部４３２で弾性片
４４２を復元力に抗して押し上げ可能に構成した。なお、一対の係止片４４１の間の約３
ｍｍの隙間に通過させるためには、枢軸４３の表側端部４３１の形状は、半球状に限らず
、先細形状であれば良い。
【００９６】
　前記境界部を中心にして第１従動リンク４０ａを傾けることにより、一対の切り欠き部
４４５間の隙間及び一対の係止片４４１間の隙間に枢軸４３の表側端部４３１が通り、枢
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軸４３の前側端部が表壁４１１に沿って下方に移動した第１従動リンク４０ａを図１１（
ｃ）に一点鎖線で示す。図１１（ｃ）において、一点鎖線で示した第１従動リンク４０ａ
を斜め下方に移動することにより、第１従動リンク４０ａ同士を切り離すことが可能とな
る。
【００９７】
　なお、第１従動リンク４０ａを図１１（ｂ）に一点鎖線で示した状態から図１１（ａ）
に一点鎖線で示した状態に戻すようにして、第１従動リンク４０ａ同士を切り離すように
しても良い。
【００９８】
　以上、第１従動リンク４０ａ同士を切り離す構成について説明したが、第２従動リンク
４０ｂを枠体１２の連結部材１６から切り離す構成も同様である。また、第３従動リンク
４０ｃから第１従動リンク４０ａを切り離す構成も同様である。なお、第１従動リンク４
０ａ、第２従動リンク４０ｂ及び第３従動リンク４０ｃを切り離す場合、予め、第１従動
リンク４０ａ、第２従動リンク４０ｂ及び第３従動リンク４０ｃの各通し穴４０２から長
尺体５０を抜いておけば良い。
【００９９】
（演出装置の構成）
　以上に、演出用可動体２０について説明した。次に、演出装置６０について図１３から
図１８を参照にして説明する。演出装置６０は、側枠部１２５の下部に配されている。側
枠部１２５の下部には、演出装置６０を視認可能な枠開口が開設されている。枠開口に対
応して演出装置６０は開口を有している。演出装置６０の開口と枠開口とは共に遊技者の
方向に開かれている。
【０１００】
　先ず、演出装置６０を構成するベース部材又は演出装置６０の開口について、及び、そ
の開口と方向性について、図１３及び図１４を参照にして説明する。図１３（ａ）は、ベ
ース部材と演出用内部材等とを分解し、斜め後方から見たときの演出装置の分解斜視図で
あり、一対の開閉部材を閉じたときの図、図１３（ｂ）は、ベース部材を省略した演出装
置６０の斜視図であり、一対の開閉部材を開いたときの図である。
【０１０１】
　この実施形態では、演出装置６０の開口の開き方向（遊技者の方向）は、前方向であり
、遊技機の表裏方向に対して傾斜させた方向である。しかし、演出装置６０の開口の開き
方向は、前方向に限らない。例えば、演出装置６０を遊技領域の上部に配した場合は、下
方向であり、演出装置６０を遊技領域の下部に配した場合は、上方向であり、演出装置６
０を遊技領域の側部に配した場合は、幅方向である。また、演出装置６０の開口の開き方
向は、前記下方向、前記上方向及び前記幅方向のぞれぞれの方向に対して傾斜させた方向
であっても良い。
【０１０２】
　また、幅方向とは、前後方向に対して直交する方向をいう。さらに、厚さ方向とは、前
後方向に対して直交する方向であって、幅方向とは異なる方向をいう。
【０１０３】
　図１３（ａ）において、前後方向とは、斜め左上及び斜め右下の方向であり、また、幅
方向とは、ほぼ左右の方向であり、さらに、厚さ方向とは、上下方向である。
【０１０４】
　なお、開口は、遊技領域１０又はベース部材６１の少なくとも一方に設けられている。
この実施形態では、ベース部材６１に開口６１２が開設されている。また、遊技領域１０
を構成する側枠部１２５に開設され、開口６１２に前後方向で対応させた開口１７を図１
に示す。
【０１０５】
　次に、ベース部材６１について、図１３及び図１４を参照にして説明する。図１４（ａ
）は、ベース部材６１を省略した演出装置６０を斜め上前方から見たときの斜視図であり
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、一対の開閉部材を閉じ、演出用内部材を前方から覆ったときの図、図１４（ｂ）は、同
じく、一対の開閉部材を開き、演出用内部材を前方に露出させたときの図、図１４（ｃ）
は、斜め下前方から見たときの演出装置６０の斜視図である。
【０１０６】
　ベース部材６１は、前ベース６１１と後ベース６２１とを有している。前ベース６１１
は、開口６１２を有している。開口６１２は、前ベース６１１に開設され、前後方向に開
いた略円形状に形成されている。前ベース６１１は、開口６１２の開き方向を遊技者の方
向とするように側枠部１２５にネジ止めされている。
【０１０７】
　前ベース６１１は、矩形状の枠部６１３を有している。枠部６１３の上辺部は一対の前
ガイド溝６１４を有している。前ガイド溝６１４は、枠部６１３と一体的に形成されてい
る。一対の前ガイド溝６１４は、前後方向に対して直交する断面が略コ字形状に形成され
、幅方向で互いに対向配置され、スライド部材６８の前部を前後方向に案内移動可能に嵌
合させている。枠部６１３の側辺部の複数箇所には、後方に延ばされた軸状部６１６が一
体的に形成されている。
【０１０８】
　前方に案内されたスライド部材６８を図１３（ａ）及び図１４（ａ）に示す。また、後
方に案内されたスライド部材６８を図１３（ｂ）及び図１４（ｂ）に示す。なお、スライ
ド部材６８の詳細については後述する。
【０１０９】
　後ベース６２１は、前ベース６１１の後方に配されている。後ベース６２１は、前ベー
ス６１１の軸状部６１６にネジ部材により結合されている。前ベース６１１と後ベース６
２１との間には、演出用内部材６３及び演出用外部材６４を収容するための収容空間が形
成されている。
【０１１０】
　後ベース６２１は、前方に開放した箱形に形成され、矩形状の壁部６２２を有している
。壁部６２２の上壁部は、一対の後ガイド溝６２４を有している。後ガイド溝６２４は、
壁部６２２と一体的に形成されている。一対の後ガイド溝６２４は、前後方向に対して直
交する断面が略コ字形状に形成され、幅方向で互いに対向配置され、スライド部材６８の
後部を前後方向に案内移動可能に嵌合させている。後ベース６２１の両側壁部には、前方
に延ばされた一対の軸支部６２７が一体的に形成されている。
【０１１１】
　次に、ベース部材６１に支持された演出用内部材６３について、図１３及び図１４を参
照にして説明する。
【０１１２】
　演出用内部材６３は、略球形状に形成されている。演出用内部材６３の略半分は開口６
１２から前方へ出っ張らせるように開口６１２に嵌め込まれている。演出用内部材６３は
、前後方向に対して直交する幅方向に延びる回転軸６３１を中心にして回動可能に後ベー
ス６２１の軸支部６２７に支持されている。回転軸６３１は、演出用内部材６３の両側部
から幅方向にそれぞれ突設されている。
【０１１３】
　前述したように、前ベース６１１は、開口６１２の開き方向を遊技者の方向となるよう
に側枠部１２５に支持され、その前ベース６１１に後ベース６２１が結合され、その後ベ
ース６２１に回転軸６３１が支持されているため、回転軸６３１は遊技者の方へ傾斜して
いる。回転軸６３１を遊技者の方へ傾斜させることにより、遊技者に対する演出用内部材
６３の視認性を向上させることが可能となる。
【０１１４】
　なお、後ベースを側枠部１２５に直接支持しても良く、このとき、回転軸６３１を遊技
者の方へ傾斜させるようにしても良い。また、演出用内部材６３を開口６１２から前方に
出っ張らせる量を、演出用内部材６３の略半分より少なくしても良く、無くしても良い。
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【０１１５】
　次に、ベース部材６１に支持された演出用外部材６４について図１３及び図１４を参照
にして説明する。
【０１１６】
　演出用外部材６４は、略球形状の演出用内部材６３の略半分を両開き扉状に開閉可能な
球面状の２つの開閉部材６４１を有している。演出用外部材６４は、前後方向に対して直
交し、幅方向に対しても直交する厚さ方向に延びる枢支軸６４３を中心にして開閉可能に
前ベース６１１及び後ベース６２１に支持されている。開閉部材６４１は、経方向で略９
０度分に相当する外殻形状に形成され、緯方向で略９０度の位置に相当する両極部に一体
的に突設された枢支軸６４３を図１４（ｂ）、（ｃ）に示す。なお、一対の開閉部材６４
１を支持する構成については、後述する。
【０１１７】
　演出用外部材６４は、２つの開閉部材６４１を互いに合わせたとき演出用内部材６３の
略半分を前方から覆い、２つの開閉部材６４１を互いに離間させたとき演出用内部材６３
の略半分を前方へ露出するように、演出用内部材６３に沿って開閉する。演出用内部材６
３の略半分を前方へ大きく露出させるので、視覚的な演出効果が増す。なお、２つの開閉
部材６４１は、各枢支軸６４３を中心にして開閉するが、共通の枢支軸６４３を中心にし
て開閉するようにしても良い。
【０１１８】
　なお、演出用内部材６３及び演出用外部材６４の形は、上記形状に限らない。例えば、
演出用内部材６３を略円板形状に形成し、略円板形状の中心を貫通させるように回転軸６
３１を設けても良い。この場合、前ベース６１１の開口６１２を略矩形状に形成し、演出
用内部材６３の半円形状の部分を開口６１２から前方へ出っ張らせるように開口６１２に
嵌め込む。また、開閉部材６４１を演出用内部材６３の円周面及び側面に沿って開閉する
ように構成する。
【０１１９】
　演出装置６０は、演出用内部材６３及び演出用外部材６４を駆動するための部材である
、出力部材６５、駆動源６６、回動アーム６７、スライド部材６８、開閉アーム６９、第
１中継リンク７３及び第２中継リンク７４を有している。
【０１２０】
　先ず、出力部材６５について、図１３から図１５を参照にして説明する。図１５は、ベ
ース部材６１を省略し、演出用内部材６３、演出用外部材６４及びスライド部材６８等を
ほぼ幅方向から見たときの斜視図であり、（ａ）は、出力部材６５を上方に移動させたと
きの図、（ｂ）は、出力部材６５を下方に移動させたときの図である。
【０１２１】
　出力部材６５は、演出用内部材６３の後方に配されている。出力部材６５は、前後方向
に対し略直交する厚さ方向（上下方向）に往復移動可能に後ベース６２１に支持されてい
る。出力部材６５は、プレート状部６５１、プレート状部６５１から上方に凸設させた舌
片状上凸部６５２及びプレート状部６５１から下方に凸設させた舌片状下凸部６５３が一
体的に形成されている。プレート状部６５１には、下方に開いた略Ｃ字形溝断面の嵌合溝
６５４が形成されている。舌片状上凸部６５２は長穴６５５を有し、また、舌片状下凸部
６５３は長穴６５６を有している。
【０１２２】
　次に、駆動源６６について図８及び図１３から図１５を参照にして説明する。駆動源６
６は、プル形のソレノイドであり、後ベース６２１の後面に設けられている。駆動源６６
を制御するソレノイド制御基板８５を図８に示す。駆動源６６は、厚さ方向である上下方
向に移動可能な可動体６６１、及び可動体６６１を上方向に付勢するコイルバネ６６２を
有している。可動体６６１は、出力部材６５のプレート状部６５１の嵌合溝６５４に嵌め
込まれている。出力部材６５は、駆動源６６を介して後ベース６２１の後面に厚さ方向（
上下方向）に往復移動可能に支持されている。
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【０１２３】
　ソレノイド制御基板８５は、駆動源６６に通電し、可動体６６１をコイルバネ６６２の
付勢力に抗して下方向に移動させ、出力部材６５を下方向に移動させる。また、ソレノイ
ド制御基板８５は、駆動源６６を非通電にし、可動体６６１をコイルバネ６６２の付勢力
により上方向に移動させ、出力部材６５を上方向に移動させる。
【０１２４】
　次に、回動アーム６７について図１３から図１５を参照にして説明する。回動アーム６
７は、演出用内部材６３と一体的に回動可能に設けられている。回動アーム６７は、演出
用内部材６３から後ベース６２１の方へ延ばされ、出力部材６５側に連結され、出力部材
６５の往復移動に応じて演出用内部材６３を回動させて演出させる。回動アーム６７は、
回転軸６３１を突設した演出用内部材６３の側部から後方へ延ばされている。
【０１２５】
　回動アーム６７を出力部材６５に間接的に連結することにより、出力部材６５の往復移
動量に対する回動アーム６７の回動量を調整し易くなる。回動アーム６７は、出力部材６
５に間接的に連結されるが、直接的に連結されても良い。その場合、回動アーム６７を出
力部材６５に直接的に連結することにより、部品点数を削減することが可能となる。
【０１２６】
　次に、開閉アーム６９について図１３から図１５を参照にして説明する。開閉アーム６
９は、枢支軸６４３を中心にして各開閉部材６４１と一体的にそれぞれ移動可能に設けら
れている。開閉アーム６９は、枢支軸６４３を突設した開閉部材６４１の極部から幅方向
に延ばされ、開閉アーム６９の先端部には連結用突起６９１が突設されている。
【０１２７】
　次に、一対の開閉部材６４１を支持する構成について図１３（ａ）及び図１６を参照に
して説明する。図１６は、開閉部材６４１の支持構造等を示す断面図であり、（ａ）は図
１３のＸＶＩＡ－ＸＶＩＡ線断面図、（ｂ）は図１３のＸＶＩＢ－ＸＶＩＢ線断面図であ
る。
【０１２８】
　後ベース６２１の厚さ方向（上下方向）で対向する上壁部である壁部６２２は、前ベー
ス６１１の方へ延ばされた延出部６２５を有している。延出部６２５は、後ガイド溝６２
４の溝底部から連なるように形成されている。
【０１２９】
　前ベース６１１は、後ベース６２１の方へ突出し、延出部６２５に当接する突出部６１
５を有している。延出部６２５と突出部６１５とに挟まれるようにして支持された枢支軸
６４３を図１６（ｂ）に示す。
【０１３０】
　前ベース６１１と後ベース６２１を前後方向で組み合わせるとき、同時に、後ベース６
２１の延出部６２５と前ベース６１１の突出部６１５とにより、枢支軸６４３を回転可能
に支持するので、一対の開閉部材６４１の組立性が向上する。
【０１３１】
　開閉アーム６９は、延出部６２５及び突出部６１５に対して接するように又は厚さ方向
（上下方向）に隙間をもって配されている。厚さ方向で重なるように配されたスライド部
材６８と、延出部６２５及び突出部６１５と、開閉アーム６９とを図１６（ａ）、（ｂ）
にそれぞれ示す。上記スライド部材６８等の４つの部品を厚さ方向に重ねるように配した
ので、演出装置６０の厚さ方向での小型化を図ることができる。
【０１３２】
　開閉アーム６９は、スライド部材６８を介して出力部材６５側に連結され、出力部材６
５の往復移動に応じて各開閉部材６４１を開閉させて演出させる。スライド部材６８を出
力部材６５に間接的に連結されるが、直接的に連結されても良い。スライド部材６８を出
力部材６５に間接的に連結することにより、出力部材６５の往復移動量に対するスライド
部材６８の移動量を調整し易くなる。一方、スライド部材６８を出力部材６５に直接的に
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連結することにより、部品点数を削減することが可能となる。
【０１３３】
　次に、スライド部材６８を出力部材６５側に連結させる構造、及び、回動アーム６７を
出力部材６５側に連結させる構造について、図１３から図１５を参照にして説明する。こ
れらの構造は、第１回転軸７１、第２回転軸７２、第１中継リンク７３及び第２中継リン
ク７４により構成されている。
【０１３４】
　第１回転軸７１は、幅方向に延ばされ、後ベース６２１の後面側の上部に軸支されてい
る。また、第２回転軸７２は、幅方向に延ばされ、後ベース６２１の後面側の下部に軸支
されている。
【０１３５】
　第１中継リンク７３は、第１回転軸７１を中心にして回動可能に支持されている。第１
中継リンク７３の第１入力部７３１は、第１回転軸７１から後方へ延ばされ、出力部材６
５の舌片状上凸部６５２の長穴６５５に係合する第１入力ピン７３２を有する。第１中継
リンク７３の第１出力部７３３は、第１入力部７３１と一体的に形成され、第１回転軸７
１から略厚さ方向（上方向）に延ばされ、スライド部材６８に係合する。なお、開閉部材
６４１を閉じるとき、スライド部材６８を前方に移動させるために、略厚さ方向（上方向
）に対して斜め前方向に延びた第１出力部７３３を図１５（ａ）に示す。また、開閉部材
６４１を開くとき、スライド部材６８を後方に移動させるために、略厚さ方向（上方向）
に対して斜め後方向に延びた第１出力部７３３を図１５（ｂ）に示す。
【０１３６】
　ここで、スライド部材６８及びスライド部材６８の支持構造について、図１３、図１５
及び図１６を参照にして説明する。
【０１３７】
　スライド部材６８は、各開閉部材６４１から厚さ方向（上方向）で離間した位置に配さ
れ、前後方向に往復移動可能に前ベース６１１の前ガイド溝６１４及び後ベース６２１の
後ガイド溝６２４に支持されている。スライド部材６８は、略Ｔ字形の板状に形成されて
いる。スライド部材６８は、幅方向に広く形成された前部と、狭く形成された後部とを有
している。
【０１３８】
　スライド部材６８の前部は、一対の連結用孔６８１を有している。また、スライド部材
６８の後部は、係合穴６８２を有している。一対の開閉アーム６９は、一対の連結用孔６
８１にそれぞれ係合する連結用突起６９１を有している。それにより、開閉アーム６９は
、スライド部材６８の前後方向の動きを、開閉部材６４１の開閉動作に変換する。また、
第１中継リンク７３の第１出力部７３３は、スライド部材６８の係合穴６８２に係合して
いる。
【０１３９】
　スライド部材６８を開閉部材６４１から厚さ方向（上方向）で離間した位置に配し、ス
ライド部材６８を板状に形成し、スライド部材６８の一対の連結用孔６８１に一対の開閉
アーム６９の各連結用突起６９１を係合させたので、演出装置６０を厚さ方向で嵩張らせ
ずに済む。さらに、スライド部材６８の前部を一対の前ガイド溝６１４により案内可能に
支持し、スライド部材６８の後部を一対の後ガイド溝６２４により案内可能に支持したの
で、スライド部材６８を安定的に案内移動させることが可能となる。
【０１４０】
　以上の構成によれば、出力部材６５を厚さ方向（上下方向）に往復移動させると、第１
中継リンク７３、スライド部材６８及び開閉アーム６９を介して、演出用外部材６４であ
る一対の開閉部材６４１が演出用内部材６３に沿って開閉する。
【０１４１】
　第２中継リンク７４は、第２回転軸７２を中心にして回動可能に支持されている。第２
中継リンク７４の第２入力部７４１は、第２回転軸７２から後方へ延ばされ、出力部材６
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５の舌片状下凸部６５３の長穴６５６に係合する第２入力ピン７４２を有する。第２中継
リンク７４の第２出力部７４３は、第２入力部７４１と一体的に形成され、第２回転軸７
２から略前方に延ばされ、回動アーム６７のピン部材６７１に係合する凹部７４４を有す
る。なお、演出用内部材６３を上方に回動させるとき、回動アーム６７を下方に揺動させ
るために、略前方に対して斜め下方向に延びた第２出力部７４３を図１５（ａ）に示す。
また、演出用内部材６３を下方に回動させるとき、回動アーム６７を上方に揺動させるた
めに、略前方に対して斜め下方向に延びた第２出力部７４３を図１５（ｂ）に示す。
【０１４２】
　以上の構成によれば、出力部材６５を厚さ方向（上下方向）に往復移動させると、第２
中継リンク７４及び回動アーム６７を介して、演出用内部材６３を上下方向に回動させる
。
【０１４３】
　第１中継リンク７３及び第２中継リンク７４を設けたことにより、出力部材６５の厚さ
方向の往復移動を、演出用内部材６３と演出用外部材６４との２つの系統に伝達可能とな
り、部品点数を減少させることができる。
【０１４４】
　また、出力部材６５、駆動源６６、回動アーム６７、スライド部材６８、開閉アーム６
９を演出用内部材６３等の後方や厚さ方向に配したので、それらの部材の配置スペースが
幅方向に広がるのを防止可能となる。
【０１４５】
　第１回転軸７１、第２回転軸７２、第１中継リンク７３及び第２中継リンク７４の位置
関係について、さらに詳細に説明する。
【０１４６】
　第１回転軸７１は、後ベース６２１の後面側に配されている。後ベース６２１は、前後
方向に貫通する貫通孔６２６を有している。第１出力部７３３は、第１入力部７３１より
長めに形成され、第１回転軸７１から後ベース６２１の後面に沿って略厚さ方向（上方向
）に延ばされている。また、第２出力部７４３は、第２入力部７４１より長めに形成され
、第２回転軸７２から貫通孔６２６を通って後ベース６２１の略前方に延ばされている。
【０１４７】
　第２回転軸７２から第２入力部７４１の先端部までの長さをＬ１とし、第２回転軸７２
から第２出力部７４３の先端部までの長さをＬ２とし、それらの比（Ｌ２／Ｌ１）につい
て述べる。第２回転軸７２を後ベース６２１の後面側に配し、第２出力部７４３を第２回
転軸７２から貫通孔６２６に通して前方へ延ばしたときの長さＬ２は、第２回転軸７２を
後ベース６２１の前面側に配し、第２出力部７４３を第２回転軸７２から単に前方へ延ば
したときの長さＬ２より、長くすることが可能である。長さＬ１を一定とすると、第２出
力部７４３を第２回転軸７２から貫通孔６２６に通して前方へ延ばしたときの比（Ｌ２／
Ｌ１）方が、第２出力部７４３を第２回転軸７２から単に前方へ延ばしたときのその比（
Ｌ２／Ｌ１）より、大きくなる。以上により、第１入力部７３１及び第２入力部７４１の
厚さ方向の移動量に対して、第１出力部７３３及び第２出力部７４３を大きく移動させる
ことが可能となる。
【０１４８】
　第１入力部７３１の厚さ方向の移動量に対して、第１出力部７３３を大きく移動させる
ため、演出用外部材６４である一対の開閉部材６４１を大きく開閉させることができ、ま
た、第２入力部７４１の厚さ方向の移動量に対して、第２出力部７４３を大きく移動させ
るため、演出用内部材６３を大きく回動させることができる。
【０１４９】
　次に、演出用内部材６３に対して後方から光を照射するための発光手段及び導光部につ
いて、図１７を参照にして説明する。図１７は、発光手段と導光部との相対的な位置関係
を示す説明図であり、図１７（ａ）は一対の開閉部材６４１を開き、演出用内部材６３を
下方に回動させたときの図であり、図１７（ｂ）は一対の開閉部材６４１を閉じ、演出用
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内部材６３を上方に回動させたときの図である。
【０１５０】
　演出用内部材６３は、中空に形成されている。演出用内部材６３の後部６３２は後方へ
開放されている。演出用内部材６３を後方から臨むように発光手段７５が配設されている
。発光手段７５はＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）であり、回路基
板７６に実装されている。後ベース６２１の前面に支持された回路基板７６を図１４（ｃ
）に示す。発光手段７５を回路基板７６を介して後ベース６２１に支持したので、発光手
段７５を演出用内部材６３と共に回動させずに済み、発光手段７５への配線が容易となる
。
【０１５１】
　導光部６３５は、演出用内部材６３の中空内に配され、演出用内部材６３と一体的に形
成されている。導光部６３５を演出用内部材６３と一体的に形成したので、部品点数を削
減可能となる。導光部６３５は、中空軸形状に形成され、演出用内部材６３の前面部６３
３の裏側６３４の中央１箇所から演出用内部材６３の後部６３２に延ばされている。これ
に限らず、導光部６３５は、演出用内部材６３の前面部６３３の予め定められた１又は複
数の箇所から延ばすようにすれば良い。
【０１５２】
　次に、発光手段７５と導光部６３５との相対的な位置関係を説明する。演出用内部材６
３を下方に回動させたとき、発光手段７５に対向する導光部６３５の後端６３６を図１７
（ａ）に示す。発光手段７５を点灯したとき、発光手段７５からの光は導光部６３５を通
って演出用内部材６３の前面部６３３に有効に導かれ、演出用内部材６３の中空内に分散
し難くなり、前面部６３３を裏側から照射する。
【０１５３】
　また、演出用内部材６３を上方に回動させたとき、及び、上方又は下方に回動させてい
るとき、発光手段７５から外れる導光部６３５の後端６３６を図１７（ｂ）に示す。発光
手段７５を点灯したとき、発光手段７５からの光は導光部６３５を通ることなく、演出用
内部材６３の前面部６３３の全体を裏側から照射する。
【０１５４】
　次に、演出用外部材６４の一対の開閉部材６４１を閉じた状態、及び、演出用外部材６
４等と発光手段７５との制御について図８及び図１８を参照にして説明する。図１８は、
演出装置６０の正面図である。
【０１５５】
　一対の開閉部材６４１を閉じた状態において、開口６１２の前方位置で互いに合わさる
２つの開閉部材６４１の両端縁６４２は、互いに合わさるとき両端縁６４２の間に隙間６
４４を生じるように形成されている。なお、開閉部材６４１の両端縁６４２の一方を隙間
６４４が生じるように形成しても良い。
【０１５６】
　演出用外部材６４等と発光手段７５とは、サブ制御基板８２により制御される。発光手
段７５を含む表示ランプ、駆動源６６、ランプ及び音等を制御するサブ制御基板８２を図
８に示す。サブ制御基板８２は、ソレノイド制御基板８５に制御信号を出力することによ
り、駆動源６６を制御し、また、発光手段７５の点灯を制御する。
【０１５７】
（演出装置の動作）
　次に、演出装置６０の動作を説明する。駆動源６６により、出力部材６５を厚さ方向（
上下方向）に往復移動させると、第２中継リンク７４及び回動アーム６７を介して、演出
用内部材６３を上下方向に回動させる。また、出力部材６５を厚さ方向（上下方向）に往
復移動させると、第１中継リンク７３、スライド部材６８及び開閉アーム６９を介して、
演出用外部材６４である一対の開閉部材６４１を演出用内部材６３に沿って開閉させる。
【０１５８】
　以上のように、１つの駆動源６６及び１つの出力部材６５により、演出用内部材６３及
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び一対の開閉部材６４１の３つの部材を異なる方向にそれぞれ移動させたので、演出的な
効果を高めるとともに、部品点数を削減することができる。また、これらの３つの部材の
各方向の動きを同時に視認可能となり、演出効果をさらに高めることができる。
【０１５９】
　サブ制御基板８２は、発光手段７５を点灯させた後に、駆動源６６を制御し、演出用外
部材６４である一対の開閉部材６４１が開き、２つの開閉部材６４１を開口６１２の前方
位置から互いに離間させ、演出用内部材６３が回転軸６３１を中心に下方に回動させる。
【０１６０】
　発光手段７５を点灯させた後から２つの開閉部材６４１を離間させる前までの間におい
て、発光手段７５の点灯によって内部から全体的に照らされている演出用内部材６３を、
２つの開閉部材６４１間の隙間６４４を通して遊技者が視認可能となり、視覚的な演出効
果を向上させる。
【０１６１】
　２つの開閉部材６４１を離間させ、開口６１２が開き、演出用内部材６３が下方に回動
すると、導光部６３５の後端６３６が発光手段７５に対向し、発光手段７５からの光が導
光部６３５を通って演出用内部材６３の前面部６３３の中央１箇所を集中的に照らす。そ
れにより、視覚的な演出効果が一層高まる。
【０１６２】
　次に、演出用可動体２０と演出装置６０との動作について説明する。
　サブ制御基板８２は、動力源２１及び駆動源６６をそれぞれ制御し、演出用可動体２０
の駆動リンク２２を第１位置に揺動させたとき、演出装置６０の一対の開閉部材６４１を
開き、演出用内部材６３を下方に回動させる。また、駆動リンク２２を第２位置に揺動さ
せたとき、一対の開閉部材６４１を閉じ、演出用内部材６３を上方に回動させる。演出用
可動体２０と演出装置６０とを連動させ、視覚的な演出効果をさらに高めることが可能と
なる。
【図面の簡単な説明】
【０１６３】
【図１】この発明の一実施形態に係る遊技機の遊技盤を示す正面図である。
【図２】（ａ）は駆動リンクを第１位置に揺動したときの演出用可動体を裏側から見た斜
視図、（ｂ）は第２従動リンク及び長尺体を部分的に示す部分拡大図である。
【図３】（ａ）は駆動リンクを第２位置に揺動したときの演出用可動体を裏側から見た斜
視図、（ｂ）は第２従動リンク及び長尺体を部分的に示す部分拡大図である。
【図４】連結部材及び連結部材の支持構造の断面図である。
【図５】駆動リンクを第１位置と第２位置とに揺動したときの演出用可動体を表側から見
た正面図である。
【図６】駆動リンク及び従動体の動作説明図である。
【図７】第１従動リンクの横断面図である。
【図８】制御ブロック図である。
【図９】第１従動リンクの斜視図である。
【図１０】第１従動リンクの六面図及び縦断面図である。
【図１１】第１従動リンク同士を接続するときの説明図である。
【図１２】第３従動リンク及び動力源の制御の説明図である。
【図１３】演出装置の斜視図である。
【図１４】演出装置の部分斜視図である。
【図１５】演出装置の主要部材をほぼ幅方向から見たときの斜視図である。
【図１６】前ガイド及び後ガイドなどの断面図である。
【図１７】発光手段と導光部との相対的な位置関係を示す説明図である。
【図１８】演出装置の正面図である。
【符号の説明】
【０１６４】



(25) JP 2010-12043 A 2010.1.21

10

20

30

１０　遊技領域　　１１　遊技盤　　１２　枠体　　１２１　前枠　　１２２　後枠
１２３　窓枠部　　１２４　上枠部　　１２５　　側枠部　　１２６　支持部
１２７　係止溝　　１２８　嵌合部　　１２９　係合突起　　１３　ガイドレール
１４　特別入賞口　　１５　大入賞口　　１６　連結部材　　１６１　首部
１６２　頭部　　１６３　肩部　　１６４　被係合溝　　１７　開口　　
２０　演出用可動体　　２１　動力源　　２１１　ステッピングモーター　　
２１２　減速機構　　２２　駆動リンク　　２２１　駆動リンクの一端部　　
２２２　駆動リンクの他端部　　２３　動力アーム　　２３１　通過穴　　
２４　中継アーム　　３０　従動体　　４０　従動リンク　　４０１　内部空間　　
４０２　通し穴　　４１　壁体　　４１１　表壁　　４１２　側壁　　４２　アーム
４２１　円周部　　４２２　枢支部　　４３　枢軸　　４３１　枢軸の表側端部
４３２　枢軸の裏側端部　　４４　支持構造　４４１　係止片　　４４２　弾性片　　
４４３　弾性片の先端部　　４４４　傾斜面　　４４５　切り欠き部　　４４６　脚部
４５　振り子　　４６　装飾部　　５０　長尺体　　５０１　抜け止め構造　　
５１　長尺体の端部　　６０　演出装置　　６１　ベース部材　６１１　前ベース
６１２　開口　　６１３　枠部　　６１４　前ガイド溝　　６１５　突出部
６１６　軸状部　６２１　後ベース　　６２２　壁部　　６２４　後ガイド溝　　
６２５　延出部　　６２６　貫通孔　　６２７　軸支部　　６３　演出用内部材　　
６３１　回転軸　　６３２　演出用内部材の後部　　６３３　演出用内部材の前面部　　
６３４　前面部の裏側　　６３５　導光部　　６３６　導光部の後端　　
６４　演出用外部材　　６４１　開閉部材　　６４２　開閉部材の端縁　　
６４３　枢支軸　　６４４　隙間　　６５　出力部材　　６５１　プレート状部　　
６５２　舌片状上凸部　　６５３　舌片状下凸部　　６５４　嵌合溝　　６５５　長穴
６５６　長穴　　６６　駆動源　　６６１　可動体　　６６２　コイルバネ
６７　回動アーム　　６７１　ピン部材　　６８　スライド部材　　
６８１　連結用孔　　６８２　係合穴　　６９　開閉アーム　　６９１　連結用突起
７１　第１回転軸　　７２　第２回転軸　　７３　第１中継リンク　　
７３１　第１入力部　　７３２　第１入力ピン　　７３３　第１出力部
７４　第２中継リンク　　７４１　第２入力部　　７４２　第２入力ピン　　
７４３　第２出力部　　７４４　凹部　　７５　発光手段　　７６　回路基板　　
８１　主制御基板　　８２　サブ制御基板（制御部）　　８３　モーター制御基板　　
８４　位置検知スイッチ　　８５　ソレノイド制御基板
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